


１． 重要な会計方針

(1) 資産の評価基準及び評価方法

① 棚卸資産の評価基準及び評価方法

仕  掛  品 個別法による原価法

個別法による原価法

(2) 固定資産の減価償却の方法

① 建物は定額法　

建物附属設備及び構築物は2016年3月31日までに取得したものは定率法、以降は定額法

その他の有形固定資産は定率法

② 定額法　但し、ソフトウェアは自社の利用可能期間(5年間)に基く定額法

(3) 引当金の計上の方法

① 従業員の退職金の支給に備えるため、当事業年度末における従業員の会社都合退職


